
SAT テクノロジー・ショーケース 2014「被災地域の復旧・復興に向けた施設型

農業の新技術」で出展

農地基盤工学領域 農業施設工学担当 主任研究員 石井雅久

1 月 24 日につくば国際会議場で開催された SAT テクノロジー・ショーケース

2014（主催：つくばサイエンス・アカデミー（（財）茨城県科学技術振興財団））

に、農工研からは「被災地域の復旧・復興に向けた施設型農業の新技術」と題

して出展しました。農業施設工学担当では、震災直後から施設園芸の被災状況

を広く調査しました。津波により海水が浸水した農地では地下水が塩水化し、

現在も塩分濃度が高い状態が続いていること、また、震災時には電力や燃油な

ど施設園芸の環境制御に必要なエネルギーの供給が停止した施設では、生産さ

れていた野菜、果樹、花きなどの園芸作物が低温により枯れてしまい、営農が

継続できなくなったことなど、多くの課題がみえてきました。

2013 年度から 3 年間の計画で、農林水産省から「食料生産地域再生のための

先端技術展開事業」の委託を受け、農研機構農村工学研究所・食品総合研究所、

宮城県農業・園芸総合研究所、宮城大学、電力中央研究所で研究コンソーシア

ムを組み、研究課題「農村地域における未利用エネルギー利活用実証研究－宮

城県南部沿岸地域の水資源・未利用エネルギーを活用した中規模園芸生産シス

テムの技術開発」を進めています。本展示会では、復旧技術として塩水化し

た地下水を淡水化するための逆浸透膜装置、及び復興技術として農村地域の

未利用熱源（地下水熱，地中熱）を活用した水熱源ヒートポンプの研究成果

を紹介するとともに、研究プロジェクトの説明資料を配付しました。

展示ブースには企業や公的機関など多くの方が来訪されました。ピーマンを

生産する施設園芸農家の方とは、暖房の燃油使用量を削減するめヒートポンプ

技術、太陽光、地下水、地中熱など未利用利用エネルギーの活用方法や今後の

課題について、情報交換することができました。お越し頂いた皆様と関係各位

に御礼申し上げます。

津波で被災した園芸施設（イチゴ） 停電で被災した園芸施設（トマト） 

展示会場で説明する石井主任研究員（左）


